
水稲の簡易なコスト分析ができるワークシート

［要約］作成したワークシートは、線形計画法による最適解（収益を最大にする作期の

組合せ）に影響を与えない「総収量 「機械施設利用率 「支払地代 「家族労働評」、 」、 」、

価額 「玄米価格」を変更することで、水稲生産費および所得の試算が容易にできる。」、
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１．背景・ねらい

水田作経営では、米価の低迷が問題となっており、その基本対策は米のコスト削減であ

。 、 、 。る しかし 生産現場においては コスト削減程度を具体的に示せる簡易な手法が少ない

そこで、水稲のコスト低減および所得向上効果を示せるワークシートを、表計算ソフトを

用い作成する。

２．成果の内容・特徴

１）本シートは線形計画法を用いて導いた最適解（収益を最大にする作期別プロセスの組

合せ）を基にして、その最適解に影響を与えない項目をマイクロソフトエクセルのワー

クシート上で入力・変更し 水稲60kg当たり生産費および所得を試算するものである 図、 （

１、図２ 。）

２）入力・変更できる項目は、生産費および所得の両指標に関連する「総収量 「機械」、

施設利用率 「支払地代」の３つ、生産費に関連する「家族労働評価額 、所得に関連」、 」

する「水稲玄米価格」の計５つである（図１、２ 。）

３）水稲収量を１０％向上させた場合と、機械施設利用率を１０％向上させた場合の生産

費および所得の増減をグラフ化した（図３ 。このように入力項目を変更、比較するこ）

とで、生産費低減および所得向上に最も効果の高い項目を確認でき、改善方策など次へ

のステップに結びつけられる。

４）また、試算した生産費は、シートに収めてある経営規模別（農林水産省農業経営統計

調査 、および県内の大規模水稲作経営事例の水稲生産費と比較することが可能である）

（図４ 。）

３．成果の活用面・留意点

１）利用に当たってはマイクロソフトエクセル（Microsoft Execel）が必要である。

２）経営モデル（農業従事者２名（うちオペレータ１名 、中型機械体系による水稲作付）

10ha程度 ）の営農条件と、当該経営との整合性について確認を行うことが望ましい。）

３）各プロセス毎の単価、収量など利益係数、労働時間など技術係数の変更は、最適解に

影響があるためできない。機械体系や複合化など経営規模の変更の場合も同様であり、

線形計画法により改めて最適解を求める必要がある。



４．具体的データ

図１ 作業のフロー

図２ 入力用シートの画面

図３ グラフによる確認 図４ 経営規模別生産費との比較

５．試験課題名・試験期間・担当研究室
大規模水田作経営確立のための発展戦略（平成14～16年 ・経営技術研究室）
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